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２
０
２
３
年
春
、
新
退
教
総
会
の
来
賓
、
高
退
教

木
村
昭
雄
会
長
さ
ん
の
新
聞
投
書
を
引
用
し
て
の
あ

い
さ
つ
に
心
惹
か
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

投
書
の
題
は
、「
会
費
に
込
め
た
反
戦
の
思
い
」。

会
員
と
し
て
の
平
和
を
活
動
や
署
名
活
動
を
行
っ
て

き
た
が
、
最
近
、
体
の
不
調
が
続
き
、
趣
味
の
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
辞
め
た
。
そ
ん
な
時
、
年
会
費
納

入
の
通
知
が
届
き
、
続
け
る
べ
き
か
、
辞
め
る
べ
き

か
迷
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
報
道
を
見
る
に
つ
け
、

「
教
え
子
（
今
は
孫
も
）
を
再
び
戦
場
に
送
ら
な

い
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
頭
を
も
た
げ
、「
目
立
た
な

い
会
で
は
あ
る
が
、
同
感
す
る
人
が
多
く
集
ま
れ
ば

大
き
な
力
に
な
る
」「
よ
し
、
会
員
を
続
け
よ
う
」
と
、

会
費
を
納
入
す
る
こ
と
に
し
た
。
と
い
う
も
の
で
し

た
。

　

米
中
対
立
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
パ
レ
ス
チ
ナ
で
の
紛

争
が
続
く
な
か
、
２
０
２
４
年
は
「
選
挙
イ
ヤ
ー
」

さ
ら
に
、
混
迷
が
増
し
ま
す
。
日
本
も
混
迷
し
、
イ

ラ
イ
ラ
す
る
政
治
状
況
が
続
き
そ
う
で
す
。

　

今
改
め
て
、
投
書
や
本
田
路
津
子
の
「
一
人
の

手
」
の
歌
詞
に
あ
る
「
大
き
な
力
に
な
る
」
取
組
が

必
要
な
の
だ
と
、
強
く
思
い
ま
す
。

　

個
人
で
で
き
る
こ
と
は
、
募
金
で
す
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
、
ガ
サ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
道
危
機
支
援
、
能
登

半
島
地
震
支
援
募
金
に
協
力
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

み
ん
な
と
手
を
携
え
て
で
き
る
こ
と
。
そ
れ
は
、「
安

全
と
安
心
」
が
保
証
さ
れ
る
生
活
の
た
め
に
、
地
道

に
取
組
を
続
け
、
足
元
を
固
め
る
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
は
、
選
挙
、
変
わ
る
べ
き
は
私
た
ち
有
権
者

で
す
。
例
え
ば
、
声
掛
け
で
、
再
度
、
新
潟
方
式
の

共
闘
を
組
織
さ
せ
、
勝
利
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
さ

ら
に
、
次
世
代
の
た
め
に
、
新
教
組
の
後
輩
と
一
緒

の
取
組
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
。
２
０
２
３
年
、
県

民
、
新
教
組
と
の
教
育
を
よ
く
す
る
署
名
活
動
や
議

会
請
願
、
意
見
広
告
な
ど
の
取
組
で
、
国
に
先
駆
け

て
小
学
校
の
完
全
35
人
学
級
を
実
現
で
き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
、
私
が
で
き
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
会
の

活
動
を
支
え
る
た
め
に
、
会
費
を
払
い
続
け
る
こ
と

だ
と
考
え
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の「
よ
し
」
が

�

お
お
き
な
力
に
な
る

新
退
教
副
会
長

米
　
山
　
忠
　
彦

写真「なごり雪」
若山文雄さん（南魚支部）
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支
部
代
表
者
会

　

12
月
11
日
午
前
中
に
「
支
部
代
表
者
会
が
開
催
さ

れ
た
。
開
催
の
趣
旨
は
、「
新
退
教
本
部
の
中
間
決

算
を
行
い
、
活
動
の
中
で
の
悩
み
や
方
策
を
協
議
す

る
」
で
あ
る
。
議
題
は
、
９
月
25
日
に
行
わ
れ
た

「
結
成
50
周
年
記
念
式
典
の
運
営
と
今
後
の
対
応
」

で
あ
る
。

　
　〈
結
成
50
周
年
式
典
〉

・�「
式
典
部
、
記
念
誌
部
、
総
務
部
」
と
も
に
部
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
発
揮
さ
れ
、
円
滑
に
進
ん

だ
。

・�

今
後
の
周
年
行
事
は
、
予
算
的
に
苦
し
く
な
る
。

積
立
金
を
半
分
の
五
万
円
に
し
、
そ
の
中
で
対
応

す
る
。

　
　〈
組
織
拡
大
〉

※
各
支
部
か
ら
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

新　

潟

支
部
の
役
員
体
制
が
変
わ
る
。
会
員
数

を
し
っ
か
り
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

組
織
拡
大
は
な
か
な
か
難
し
い
。

長　

岡

加
入
促
進
は
本
部
の
通
信
を
活
用
し
、

加
入
対
象
者
を
絞
っ
て
加
入
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

三　

南

会
費
納
入
は
、
郵
便
振
込
に
し
て
い
る
。

対
面
で
な
い
た
め
、
未
納
者
が
増
え
て

き
て
い
る
。

北　

新

会
費
納
入
は
、
手
渡
し
、
郵
便
振
込
、

持
参
で
あ
る
。
新
加
入
者
が
ほ
と
ん
ど

い
な
い
状
況
で
あ
る
。

西　

蒲

未
納
者
に
は
督
促
状
を
出
し
て
い
る
。

声
掛
け
が
有
効
で
あ
る
。

北　

魚

会
員
が
少
し
ず
つ
減
っ
て
い
る
。
新
退

教
を
も
う
少
し
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た

い
。

南　

魚

自
然
減
と
支
部
内
に
退
職
者
が
い
な
い

現
状
が
あ
る
。
加
入
促
進
に
は
、
懇
親

会
が
有
効
で
あ
る
。

中　

魚

加
入
者
が
一
ケ
タ
。
新
し
い
人
は
加
入

し
な
い
。
未
加
入
者
は
入
ら
な
い
可
能

性
が
高
い
。

上　

越

減
り
続
け
て
い
る
。
新
退
教
を
知
っ
て

も
ら
う
活
動
が
必
要
。
加
入
を
否
定
す

る
団
体
も
あ
る
。

糸
魚
川

加
入
促
進
の
支
部
だ
よ
り
を
配
布
し
て

い
る
。
新
退
教
を
よ
く
知
っ
て
も
ら
う

活
動
が
欲
し
い
。

岩　

船

コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
の
活
動
が
で
き
な
か

っ
た
。
な
か
な
か
元
に
戻
ら
ず
、
修
復

が
見
い
だ
せ
な
い
。

柏　

刈

加
入
促
進
は
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。

対
面
の
活
動
が
有
効
で
あ
る
。

　<

新
教
組
旗
開
き>

　

１
／
13
、
新
教
組
の
旗
開
き
が
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

形
に
戻
し
て
東
映
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
。
佐
藤
俊
介

書
記
長
の
進
行
で
、
今
井
淳
委
員
長
の
挨
拶
、
来

賓
・
国
会
議
員
挨
拶
、
歓
談
と
続
き
、
石
津
真
澄
副

委
員
長
の
閉
会
挨
拶
・
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
閉
め
ら
れ
た
。

　

自
民
党
の
派
閥
パ
ー
テ

ィ
裏
金
問
題
を
根
本
的
な

政
治
改
革
に
は
手
を
付
け

ず
、
派
閥
解
消
で
逃
げ
よ

う
と
し
て
い
る
。
教
育
改

革
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

　
　
　
　

来　

賓
（
敬
称
略�

＊
日
政
連
議
員
）

牧
野
茂
夫
（
連
合
新
潟
会
長
）、
遠
藤
丞
（
高
教
組

委
員
長
）、
齋
藤
悦
男
（
平
和
セ
ン
タ
ー
議
長
）、
山

田
有
希
（
県
職
労
委
員
長
）、
西
村
智
奈
美
（
衆
議

員
）、
菊
田
真
紀
子
（
〃
）
米
山
隆
一
（
〃
）、
梅
谷

守
（
〃
）、
打
越
さ
く
良
（
参
議
員
）、
黒
岩
宇
洋
、

青
木
学
（*

新
潟
市
議
）、
竹
内
功
（*

〃
）、
三
母
高

志
（*

新
発
田
市
議
）、
荒
井
眞
理
（*

佐
渡
市
議
）、

長
谷
川
有
理
（*

小
千
谷
市
議
）、
新
退
教
他
22
人

　
　
　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

水
岡
俊
一
（*

参
議
員
）、
古
賀
千
景
（*

〃
）
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現
退
役
員
交
流
会

　

12
月
11
日
午
後
か
ら
新
教
組
役
員
と
新
退
教
役
員

の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
井
執
行
委
員
長
か
ら
、
今
年
度
の
賃
金
闘
争
の

報
告
が
あ
っ
た
。
昇
給
ベ
ー
ス
と
一
時
金
の
ダ
ブ
ル

ア
ッ
プ
を
勝
ち
取
っ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰
に

対
応
し
た
通
勤
手
当
の
改
善
の
要
求
は
叶
わ
な
か
っ

た
が
、
休
暇
制
度
で
不
妊
治
療
の
期
間
を
一
年
間
に

延
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
。　

　
　〈
要
求
実
現
に
向
け
て
の
取
組
〉

　

石
津
真
澄
副
執
行
委
員
長
か
ら
、
国
政
で
教
職
員

の
待
遇
改
善
を
政
府
に
要
求
す
る
た
め
、
日
政
連
参

議
院
議
員
の
「
み
ず
お
か
俊
一
」
さ
ん
の
活
動
紹
介

が
あ
っ
た
。
国
会
の
予
算
委
員
会
で
岸
田
首
相
に
対

し
て
の
「
給
特
法
の
改
善
を
要
求
し
て
い
る
シ
ー

ン
」
を
石
津
副
委
員
長
か
ら
映
像
紹
介
が
あ
っ
た
。

「
み
ず
お
か
俊
一
」
さ
ん
は
中
学
校
の
教
員
か
ら
兵

庫
県
選
出
の
参
議
院
議
員
に
な
り
、
一
度
落
選
し
た

後
、
全
国
区
で
参
議
院
議
員
に
当
選
し
た
。
新
教
組

は
、
組
合
員
の
願
い
を
国
会
に
届
け
る
た
め
２
０
２

５
年
参
議
院
選
挙
に
「
み
ず
お
か
俊
一
」
さ
ん
の
当

選
に
向
け
て
取
り
組
む
の
で
、
新
退
教
も
理
解
そ
し

て
協
力
し
て
ほ
し
い
と
話
が
あ
っ
た
。

　

私
た
ち
新
退
教
は
教
育
現
場
を
よ
く
す
る
た
め
、

「
30
人
以
下
学
級
実
現
の
署
名
」
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
要
求
実
現
の
た
め
に
は
、
県
内
の
議
会
で
の
採

決
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
県
内
の
市
議
会
議
員

や
県
議
会
議
員
の
中
で
、
日
政
連
議
員
の
活
動
を
し

て
い
る
議
員
を
通
し
て
、
署
名
用
紙
を
議
会
に
届
け

て
い
る
。
こ
れ
は
本
当
に
大
切
な
活
動
で
あ
る
。

　
　〈
訃
　
報
〉

　
新
潟
県
教
育
及
び
日
本
の
教
育
を
よ
く
す
る
た
め
、

日
政
連
参
議
院
議
員
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
た
「
か
す

や
照
美
」
さ
ん
が
昨
年
12
月
14
日
に
亡
く
な
り
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

こんにちは 新教組です
　

今
年
度
の
県
教
研
集
会
は
、
４
年
ぶ
り
の
完
全

対
面
形
式
で
の
開
催
で
し
た
。
新
退
教
の
皆
様
か

ら
も
ご
参
加
い
た
だ
け
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
顔
を
合
わ
せ
た
か
ら
こ
そ
語
れ
る
こ
と
、

交
流
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
組
合
活
動
を
通

し
て
、
目
の
前
の
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
据
え
た

教
育
の
大
切
さ
を
よ
り
感
じ
て
い
ま
す
。
教
研
活

動
が
広
が
る
よ
う
精
い
っ
ぱ
い
取
り
組
み
た
い
で

す
。

　

上
が
り
続
け
る
物
価
に
よ
っ
て
労
働
者
の
生
活

は
苦
し
さ
が
増
し
て
お
り
、
持
続
的
な
賃
上
げ
の

可
能
性
は
高
ま
る
一
方
で
す
。
今
年
度
は
組
合
員

の
結
集
し
た
取
組
で
、
数
十
年
ぶ
り
と
な
る
大
幅

な
賃
上
げ
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
物
価

上
昇
に
賃
金
が
追
い
つ
い
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

次
年
度
も
、
賃
金
水
準
向
上
に
向
け
、
一
致
団
結

し
て
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
部
執
行
委
員
（
教
文
）

五い
か
ら
し

十
嵐
　
恵え

里り

香か

�

（
阿
賀
野
市
水
原
小
）

本
部
執
行
委
員
（
賃
対
）

米こ
め

　
桝ま
す

　
将
し
ょ
う

　
太た

�

（
柏
崎
市
荒
浜
小
）
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学
校
統
廃
合
と
学
級
編
成
基
準

村
上
岩
船
支
部 

支
部
長

滝
　
沢
　
武
　
司

　

ど
の
支
部
で
も
見
ら
れ
る
と
お
り
、
驚
く
ほ

ど
の
人
口
減
少
・
少
子
化
の
波
が
地
域
教
育
の

基
盤
の
学
校
現
場
の
今
と
今
後
を
大
き
く
揺
り

動
か
し
て
い
る
の
は
、
村
上
岩
船
支
部
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
村
上
市
の
場
合
、
平
成
20
年
の
市
町
村

合
併
後
、
こ
れ
ま
で
積
み
残
さ
れ
て
い
た
教
育

環
境
整
備
へ
の
取
り
組
み
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

上
越
支
部 

幹
事

上
　
野
　
一
　
栄

　
「
囲
碁
大
会
」
に
代
わ
る
文
化
活
動
と
し
て
、

２
年
前
、
こ
の
企
画
が
立
ち
上
が
っ
た
。
年
２

回
の
開
催
で
、
今
年
度
は
あ
る
地
区
か
ら
依
頼

も
頂
き
、
３
回
開
催
で
き
た
。
規
制
の
多
か
っ

た
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
少
人
数
で
は
あ
る

が
、
集
ま
っ
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
本

当
に
良
か
っ
た
。

支
部
活
動
を
考
え
る

小
千
谷
・
魚
沼
支
部

　
　
　
副
支
部
長

五
十
嵐
　
正
　
巳

　

コ
ロ
ナ
が
五
類
に
移
行
し
、
以
前
の
支
部
活

動
が
戻
っ
て
き
た
。
総
会
、
懇
親
会
、
親
睦
旅

行
な
ど
が
面
談
で
実
施
で
き
、
再
会
を
喜
び
合

っ
た
。

　

し
か
し
、
参
加
者
は
減
少
し
た
。
確
か
に
高

齢
化
等
で
会
員
は
減
少
し
て
い
る
。
価
値
観
も

多
様
化
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
意
識
の

変
化
も
否
め
な
い
。
何
よ
り
会
員
の
定
年
後
の

あ
り
様
が
変
わ
っ
た
。
定
年
延
長
や
再
任
用
、

再
就
職
な
ど
で
、
働
き
続
け
る
人
が
増
え
た
。

ま
た
、
地
域
役
員
、
教
育
や
福
祉
関
係
の
仕
事

な
ど
、
会
員
は
種
々
の
場
で
活
躍
し
て
お
り
、

総
じ
て
忙
し
い
。

　

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
現
状
を
認
識
し
た
上

で
組
織
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

直
接
参
加
で
き
な
く
と
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

参
加
も
可
能
だ
。
近
況
を
知
り
合
い
、
想
い
合

う
だ
け
で
も
連
帯
は
保
て
る
。
会
員
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
時
代
に
合
っ
た
支
部
活
動
、
つ
な

が
り
方
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

る
と
し
て
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
28
年
に
答

申
を
受
け
た
「
市
内
小
中
学
校
の
望
ま
し
い
環

境
基
本
方
針
」
を
も
と
に
、
平
成
31
年
こ
れ
ま

で
の
20
小
・
８
中
体
制
を
13
小
・
７
中
体
制
へ

と
整
備
統
合
し
た
ば
か
り
で
す
。

　

が
、
そ
の
後
も
児
童
生
徒
数
の
誠
少
は
著
し

く
、
こ
の
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
も
難
し
い
状

況
と
昨
年
再
度
第
２
次
答
申
が
出
さ
れ
、
郡
市

の
児
童
生
徒
の
望
ま
し
い
教
育
環
境
整
備
を
求

め
て
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
数
の
減
少
と
学
級
編
制
の
イ
タ
チ

ご
っ
こ
は
制
度
改
革
以
外
に
解
決
は
な
い
の
で

は
。

　

特
別
な
こ
と
は
な
い
。
始
め
に
、
何
曲
か
リ

ク
エ
ス
ト
曲
を
歌
っ
て
雰
囲
気
を
和
ま
せ
、
小

さ
な
輪
に
な
っ
て
お
喋
り
す
る
と
い
う
も
の
。

知
ら
な
い
曲
が
無
い
よ
う
に
、
季
節
の
歌
・
唱

歌
・
少
々
昔
の
流
行
歌
な
ど
、
毎
回
、
幹
事
仲

間
と
カ
フ
ェ
に
こ
も
り
、
２
時
間
程
か
け
て
選

曲
し
、
歌
集
印
刷
と
な
る
。
当
日
は
、
伴
奏
し

な
が
ら
一
緒
に
歌
っ
て
、
会
議
室
に
響
く
女
性

会
員
の
柔
ら
か
い
歌
声
と
、
男
性
幹
事
の
低
い

歌
声
を
聞
い
て
い
る
と
、
何
だ
か
嬉
し
く
な
っ

て
く
る
。
３
年
目
は
少
し
ハ
モ
っ
て
み
よ
う

か
？
こ
の
先
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、
楽
し
み

だ
。

気
楽
に
！
　
楽
し
く
！

自
然
に
足
が
向
く

う
た
ご
え
喫
茶
風

「
お
茶
飲
み
会
」
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が
ん
ば
れ
新
教
組
！

が
ん
ば
れ
後
輩
！

第192号2024年３月１日

こ
と
ぶ
き
講
座

　
　
　
「
麻
雀
に
親
し
む
会
」

佐
渡
支
部 

研
修
部
長

大
　
谷
　
直
　
治

　
「
卓
を
囲
む
中
で
会
話
を
楽
し
み
、
親
睦
を
深

め
ま
し
ょ
う
。“
賭
け
マ
ー
ジ
ャ
ン
”
は
一
切
行

い
ま
せ
ん
。
経
験
者
に
よ
る
ル
ー
ル
等
の
指
導
も

受
け
、
学
び
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
進
め
ま
す
。
フ
レ

イ
ル
対
策
と
し
て
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」（
支

部
新
企
画
）

支
部
活
動
の
更
な
る
充
実
を

中
魚
支
部 

支
部
長

市
　
川
　
　
　
正

　

コ
ロ
ナ
禍
の
過
渡
期
を
過
ぎ
、
当
支
部
は
昨
年

度
に
続
き
支
部
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
支
部
幹
事
を
は
じ
め
支
部
の
会
員
の
熱
意

の
賜
物
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

活
動
自
粛
が
横
行
す
る
中
に
あ
っ
て
、
当
支
部

で
は
女
性
幹
事
を
中
心
に
新
企
画
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
員
有
志
が
集
ま
り
楽
し

く
歌
お
う
と
い
う
企
画
で
す
。
こ
の
企
画
は
今
年

　

当
日
は
、「
老
老
男
女
」
８
名
が
集
い
、
自
身

と
向
き
合
い
な
が
ら
の
ド
キ
ド
キ
の
２
時
間
で
し

た
。
講
座
の
前
後
に
は
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
近

況
や
大
学
時
代
の
下
宿
生
活
の
話
な
ど
楽
し
く
交

流
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
代
優
勝
者
は
○
○
先
生
。
研
修
部
企
画
に
長

年
に
わ
た
り
毎
回
参
加
し
て
く
れ
た
の
も
先
生
で

し
た
。
間
も
な
く
先
生
の
訃
報
が
届
き
ま
し
た
。

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
散
会
時
に
は
、「
こ
の
後
も
頼
む
じ
ゃ
」
と

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

佐
渡
支
部
の
新
企
画
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

度
２
回
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
し
い

企
画
を
立
ち
上
げ
た
支
部
は
当
支
部
だ
け
な
の
で

は
な
い
か
と
自
負
し
、
女
性
幹
事
の
パ
ワ
ー
に
感

謝
で
す
。

　

ま
た
、
休
止
し
て
い
た
支
部
旅
行
も
再
開
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
旅
行
先
は
支
部
会
員
に
は

馴
染
み
の
深
い
「
秋
山
郷
」
で
す
。
身
近
な
「
秋

山
郷
」
で
す
が
、
専
門
の
添
乗
員
２
名
の
ガ
イ
ド

の
お
蔭
で
、
秋
山
郷
に
あ
る
水
力
発
電
の
創
設
期

の
説
明
に
、
当
時
の
人
々
の
暮
ら
し
と
願
い
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
の
人
々
の

生
活
の
惨
状
を
克
服
す
る
た
め
の
労
苦
等
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

幹
事
に
感
謝
で
す
。

こんにちは 新教組です
　

下
越
支
部
で
は
、
７
月
に
数
年
ぶ
り
と
な
る
新

採
用
者
歓
迎
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
徐
々
に
以
前

の
よ
う
な
活
動
に
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。
広
大
な

支
部
だ
か
ら
こ
そ
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
す
る
書
記
局
運
営
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
現
場
は
欠
員
や
定
年
引
上
げ
な
ど
課
題

が
山
積
み
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
教
職

員
の
た
め
に
全
力
で
支
え
て
い
き
ま
す
。

　

上
越
支
部
で
は
、
感
染
症
５
類
引
き
下
げ
に
伴

い
、
各
専
門
部
で
工
夫
し
て
交
流
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
ど
れ
も
昨
年
以
上
の
参
加
が
あ
り
、
多
く

の
人
が
交
流
会
を
待
ち
望
ん
で
い
た
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
。
組
合
活
動
を
通
し
て
、
仲
間
と
交
流
が

で
き
る
こ
と
を
感
じ
て
も
ら
え
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
活
動
を

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

下
越
支
部　

書
記
長

渡わ
た

　
辺な
べ

　
み
つ
枝え

�

（
新
発
田
市
第
一
中
）

上
越
支
部　

書
記
長

渡わ
た

　
辺な
べ

　
耕こ
う

　
大だ
い

�

（
上
越
市
国
府
小
）
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こ
ち
ら
未
来
応
援
奨
学
金

第192号 2024年３月１日

〔
ミ
ニ
情
報
〕

◇
会
員
夫
妻
の
「
ぎ
ゃ
ら
り
ー
浜
つ
ば

き
」（
☎0256-77-2013�

土
日
月
開
館
）

４
／
６
～
４
／
22

　
　
　
　

猪
爪
彦
一　

作
品
展

５
／
４
～
５
／
20

　
　
　
　

高
橋
純
一　

金
工
展

５
／
25
～
６
／
10

　
　
　
　

二
人
展

　
　
　
　

有
田
由
美
子
（
帽
子
）

　
　
　
　

青
山
美
奈
子

　
　
　
　
（
布
箱
カ
ル
ト
ナ
ジ
ュ
）

６
／
15
～
７
／
１

　
　
　
　

樋
口
正　

絵
画
展

７
／
６
～
７
／
29

　
　
　
　

吉
田
志
麻　

木
版
画
展

８
／
３
～
８
／
26

　
　
　
　

二
人
展

　
　
　
　

野
田
英
世
（
水
彩
画
）

　
　
　
　

中
嶋
悠
（
平
面
作
品
）

９
／
24
～
９
／
30

　
　
　
　

渡
辺
美
千
子　

書
展

◇2023.12.17
新
潟
日
報
意
見
広
告

　

世
界
最
大
の
柏
崎
・
刈
羽
原
発
「
再

稼
働
を
問
う
」
で
元
裁
判
官
の
樋
口
英

明
さ
ん
の
講
演
の
要
旨
が
載
っ
て
い
ま

し
た
。

◆2024能登半島地震で新潟県も被災◆
～被災状況報告と支援カンパのお願い～

　2024年の元旦早々に能登半島地震が発生し、津波が押し寄せ、石川県・福井県・富山県・新潟県と広範囲に
深刻な被害をもたらしました。犠牲になられた方々に心よりお悔やみ申し上げますとともに、被災された方々
にお見舞い申し上げます。
　日退教より「会員被災状況調査」「被災会員支援カンパ」の依頼が来ており、新退教として下記のように取
り組んでいます。ご協力をお願いいたします。

＜会員被災状況調査＞　各支部を通して調査
＜被災会員支援カンパ＞
　　１　義援金名称　　能登半島地震�被災会員支援カンパ　　（５／10までに）
　　２　義援金金額　　任意
　　３　送金先　　　　新退教各支部

　　　　　　　　　　　　　＊会員個人から新退教本部に直接払い込む方法も可能です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　金融機関　ゆうちょ銀行（郵便局の払込取扱票で）
　　　　　　　　　　　　　　　　　口座名称　新潟県退職教職員連絡協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　口座番号　００５５０－８－５３６７７
� （注）払込取扱票の「ご依頼人」は「氏名（○○支部）」
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●内科クリニック・リハビリセンター併設で安心

●便利な新潟万代駅前エリアで充実した
　 セカンドライフを！

年齢を重ねても、出来るだけ自分の力で
　 活動的にやりたいことを続けていきたい。

そんな思いを大切にする方へ。

住宅型有料老人ホーム　萬 代 や す ら ぎ

社会福祉法人 新 潟 慈 恵 会
(見学歓迎)

 新潟市中央区東大通1丁目8-10医療福祉ビル

 お問い合わせTEL025-249-8111(代表)

広 告

裂き糸や
ループ糸を使って
　織っている途中の様子

第192号2024年３月１日
　
　
　

Ａ
Ｉ
で
な
ん
と
か
・
・
・
⑨

 

山
上
オ
ク
ラ
　

　

金
融
・
が
ん
・
介
護
・
年
金
等
に
「
教
育
」
の
２

文
字
を
付
け
た
「
追
加
教
育
（
＊
）」
が
急
増
中
で

あ
る
。
社
会
の
問
題
が
学
校
教
育
に
す
り
か
え
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
・
・
・
。（
＊
岡
本
薫
氏
が
命
名
）

　

公
文
書
改
ざ
ん
事
件
は
、
公
文
書
管
理
の
問
題
に
、

○
本
⑬
術
会
議
会
員
の
任
命
問
題
は
会
議
そ
の
も
の

の
在
り
方
に
す
り
替
え
ら
れ
た
。

　

答
弁
で
の
論
点
す
り
替
え
は
日
常
化
し
、
還
付
金

詐
欺
は
還
付
金
が
途
中
で
振
込
に
す
り
替
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
、
Ａ
Ｉ
で
な
ん
と
か
な
り
ま
せ
ん
？

　
　
　

我
が
人
生
は
バ
イ
ク
と
と
も
に　

④

 

今
井
　
真
悟
　

　

毎
年
春
一
番
に
出
か
け
る
の
が
会
津
路
だ
。
檜
原

み
ん
な
の
広
場

湖
周
辺
に
は
ま
だ
雪
が
残
っ

て
い
る
３
月
半
ば
、
愛
車
を

走
ら
せ
て
体
慣
ら
し
を
す
る
。

寒
さ
が
体
に
し
み
る
時
期
は

カ
ウ
ル
付
き
の
バ
イ
ク
を
走

ら
せ
る
。
外
気
温
が
一
桁
台

に
な
っ
て
も
耐
え
ら
れ
る
か

ら
だ
。
夏
場
は
、
カ
ウ
ル
の

な
い
バ
イ
ク
を
選
び
颯
爽
と

風
を
切
っ
て
走
る
の
が
喜
び
だ
。
ま
た
、
目
的
の
一

つ
が
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
だ
。
冷
た
い
体
に
温
か
い
ラ

ー
メ
ン
は
何
物
に
も
代
え
が
た
い
ご
馳
走
で
あ
る
。

　
　
　

裂
き
織
の
楽
し
さ
③

 

佐
久
間
節
子 

　

　

身
近
に
織
機
が
あ
る
こ
と
に
喜
び
、
感
謝
し
つ
つ

た
だ
た
だ
裂
織
を
織
る
こ
と
に
夢
中
で
し
た
。
楽
し

く
て
っ
て
、
う
れ
し
く
っ
て
ひ
た
す
ら
暇
を
見
つ
け

て
は
裂
織
に
没
頭
し
ま
し
た
。
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
や
テ

ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
、
の
れ
ん
等
の
平
面
の
作
品
つ
く

　
　
　

教
職
員
共
済
【
自
動
車
共
済
】

　

事
故
を
起
こ
し
保
険
を
使
う
と
等
級
が
３
つ
下
が

り
、
事
故
有
係
数
が
適
応
さ
れ
る
た
め
、
次
の
年
か

ら
大
幅
に
掛
金
が
高
く
な
り
ま
す
。
当
共
済
で
は
、

事
故
有
係
数
を
採
用
し
て
い
な
い
た

め
、
掛
金
の
上
が
り
幅
は
少
な
い
の

が
特
徴
で
す
。
資
料
請
求
は
こ
ち
ら

か
ら
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→

残雪と早春の磐梯山

り
に
の
め
り
込
み
ま
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
祖
父
母
や
母

の
着
物
を
利
用
で
き
、
５
～

３
ミ
リ
位
に
切
り
、
色
別
に

切
っ
た
布
を
組
み
合
わ
せ
、

織
り
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
み
ま
し
た
。
織
り
な
が

ら
次
の
作
品
に
思
い
を
馳
せ

て
い
ま
し
た
。



（8）新 退 教 通 信 会員（教職員以外も可）・読者会員・賛助会員（現職）募集中第192号 2024年３月１日


